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業績／主要な経営指標等の推移（連結）

業績／主要な経営指標等の推移
S e n d a i  B a n k

経済環境
　2023年9月期におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善
するもとで、各種政策の効果もあって、個人消費等は持ち直して
おり、緩やかな回復が続くことが期待されております。

　当行グループの営業エリアである宮城県経済につきましても、
公共投資など一部に弱い動きがみられるものの、全体としては緩
やかに持ち直しております。

仙台銀行
■業績（連結）

　このような環境下において、当行では、2021年度～2023年
度を計画期間とする中期経営計画のもと、トライアングル戦略で
ある「コア戦略の推進、中小企業向け貸出増強」「効率化・選択
と集中」「IT・FinTechの活用、新分野への取り組み」を深掘り
し、様々な施策に取り組んだ結果、以下のような業績となりまし
た。

　2023年9月末における貸出金残高は前年同月末比330億円増
加の9,239億円、預金残高（譲渡性預金含む）は前年同月末比
67億円減少の１兆2,334億円となりました。
　損益面につきまして、経常収益は前年同期比2億91百万円増加
の77億72百万円、経常費用は、前年同期比1億76百万円増加の
66億77百万円となりました。
　その結果、経常利益は前年同期比1億15百万円増加の10億94
百万円、親会社株主に帰属する中間純利益は、前年同期比1億86
百万円増加の8億44百万円となりました。

主要な経営指標等の推移（連結） （単位：百万円）

決算年月 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2022年3月期 2023年3月期
連結経常収益 8,008 7,480 7,772 16,281 14,761

連結経常利益 1,079 979 1,094 2,453 1,503

親会社株主に帰属する中間純利益 727 657 844 ― ―

親会社株主に帰属する当期純利益 ― ― ― 1,519 1,164

連結中間包括利益 △118 △7,690 390 ― ―

連結包括利益 ― ― ― △6,647 △6,988

連結純資産額 53,220 38,929 39,750 46,655 39,631

連結総資産額 1,311,287 1,348,423 1,327,671 1,316,972 1,298,941

1株当たり純資産額 2,871.53 円 1,104.28 円 1,143.01 円 2,059.69 円 1,139.59 円

1株当たり中間純利益 90.01 円 81.26 円 24.26 円 ― 円 ― 円

1株当たり当期純利益 ― 円 ― 円 ― 円 187.88 円 134.29 円

潜在株式調整後1株当たり中間純利益 39.44 円 29.01 円 ― 円 ― 円 ― 円

潜在株式調整後1株当たり当期純利益 ― 円 ― 円 ― 円 82.32 円 50.81 円

連結自己資本比率（国内基準） 8.27 ％ 8.11 ％ 7.78 ％ 8.02 ％ 7.91 ％

(注)１.2023年９月期の潜在株式調整後1株当たり中間純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　  ２.連結自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づく2006年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。当行は、国内基準を採用しております。
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業績／主要な経営指標等の推移（単体）

業績／主要な経営指標等の推移
S e n d a i  B a n k

■業績（単体）

　業績面につきましては、2023年9月末における貸出金残高は
前年同月末比330億円増加の9,239億円、預金残高（譲渡性預金
含む）は前年同月末比67億円減少の１兆2,334億円となりまし
た。
　損益面につきましては、経常収益は、有価証券利息配当金が減
少したものの、貸出金利息が増加したほか、貸倒引当金戻入益が
増加したことなどから、前年同期比3億16百万円増加の77億59
百万円となりました。

　経常費用は、国債等債券償還損の増加によりその他業務費用が
増加したことなどから、前年同期比1億77百万円増加の66億56
百万円となりました。
　これらの要因等により、経常利益は前年同期比１億38百万円
増加の11億3百万円、中間純利益は前年同期比2億2百万円増加
の8億50百万円となりました。

主要な経営指標等の推移（単体） （単位：百万円）

決算年月 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期 2022年3月期 2023年3月期

経常収益 7,982 7,442 7,759 16,235 14,700

経常利益 1,064 964 1,103 2,434 1,491

中間純利益 717 647 850 ― ―

当期純利益 ― ― ― 1,506 1,157

資本金 22,735 22,735 22,735 22,735 22,735

発行済株式総数
普通株式 8,086 千株 8,086 千株 34,776 千株 8,086 千株 34,776 千株

第Ⅰ種優先株式 20,000 千株 20,000 千株 ― 千株 20,000 千株 ― 千株

純資産額 53,141 38,888 39,800 46,606 39,671

総資産額 1,311,237 1,348,450 1,327,781 1,316,985 1,299,051

預金残高 1,038,095 1,065,030 1,058,290 1,026,876 1,035,715

貸出金残高 847,180 890,937 923,956 876,548 903,348

有価証券残高 309,892 287,172 275,685 300,972 277,401

1株当たり純資産額 2,861.69 円 1,099.16 円 1,144.45 円 2,053.61 円 1,140.75 円

1株当たり中間純利益 88.77 円 80.09 円 24.45 円 ― 円 ― 円

1株当たり当期純利益 ― 円 ― 円 ― 円 186.29 円 133.48 円

潜在株式調整後1株当たり中間純利益 38.90 円 28.59 円 ― 円 ― 円 ― 円

潜在株式調整後1株当たり当期純利益 ― 円 ― 円 ― 円 81.63 円 50.50 円

1株当たり配当額
普通株式 4.40 円 0.00 円 0.00 円 8.80 円 7.81 円

第Ⅰ種優先株式 0.00 円 0.00 円 0.00 円 0.00 円 0.00 円

単体自己資本比率（国内基準） 8.27 ％ 8.10 ％ 7.78 ％ 8.01 ％ 7.91 ％

従業員数
（外、平均臨時従業員数）

733
（193

人
人）

708
（175

人
人）

691
（156

人
人）

716
（191

人
人）

694
（172

人
人）

(注)１.　2023年９月期の潜在株式調整後1株当たり中間純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　  ２.　単体自己資本比率は、銀行法第14条の２の規定に基づく2006年金融庁告示第19号に定められた算式に基づき算出しております。当行は国内基準を採用しております。
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